
「日本円金利指標に関する検討委員会」第4回議事要旨 

（平成30年11月8日（木）、書面開催） 

 

  「日本円金利指標に関する検討委員会」（以下、検討委員会）が米国Alternative 

Reference Rates Committee傘下のCross-Currency Basis Swap Subgroup（以下、CBSS）

での議論に参画するため、「通貨スワップ等ワーキンググループ」運営要領を策定する

こと、および、同運営要領に基づき同ワーキンググループを設立することについて、事

務局から提案があった。 

  上記提案に対し、全メンバー21先のうち、20先が賛成、1先が反対した。この結果、

賛成多数により、「通貨スワップ等ワーキンググループ」運営要領の策定および同運営

要領に基づく同ワーキンググループの設立が可決された。 

  反対意見の概要は、以下の通り。 

①  CBSSにおける通貨スワップの議論の射程はインターバンクの相対デリバティ

ブであり、債券やローンなど多様な金利指標ユーザーの意見を反映させる必要が

ある商品について検討を行う検討委員会の趣旨に合わない。 

②  通貨・為替スワップはデリバティブであり、最終的に国際スワップ・デリバテ

ィブズ協会（以下、ISDA）の定義集等のドキュメントに反映されることとなるた

め、本議論はISDAのベンチマークワーキング等に委ねるべき。 
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